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受　付　開　始  …………………………………………………………………………………………………………… 12:00～
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た『英語読本』の第５冊（W.&R.Chambers, Chambers's Standard　Reading Books, book 5：Chambers 























日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 1 2 3 4 5 6 1 2 3
2 3 4 5 6 7 8 7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 10
9 10 11 12 13 14 15 14 15 16 17 18 19 20 11 12 13 14 15 16 17
16 17 18 19 20 21 22 21 22 23 24 25 26 27 18 19 20 21 22 23 24
23/30 24 25 26 27 28 29 28 29 30 31 25 26 27 28 29 30 31
●開館：9：30～18：00　　●請求受付：9：30～12：00，13：00～17：00　　●複写受付：9：30～16：00
ただし、土曜開館日は、
●開館：9：30～17：00　　●請求受付：9：30～12：00，13：00～16：00　　●複写受付：9：30～15：00
発行日 平成26年（2014）11月１日
編　集 国文学研究資料館広報出版室
印刷所 睦美マイクロ株式会社
ⓒ人間文化研究機構国文学研究資料館
閲覧室カレンダー　2014年 11月～2015年 1月
表紙絵資料紹介
伊曾保物語　（当館蔵　請求番号　99-191）
　刊本、3巻3冊。縦27.4×横17.8㎝。古活字版。刊記はないが、字様などから江戸初期寛永年間（1624～43）
の刊行と推定される。中世ヨーロッパで広く流布した『イソップ寓話集』を文語体の日本語に訳したもの。ヨーロッ
パの文学作品が、近代以前の日本で受容された稀な例。
　内容は、前半の伊曾保がその才覚によって様々な難題を解決する話群（約30話）と、後半の主に動物を主人公
とした寓話群（約60話）に大別され、後者には、鼠達が相談して猫の首に鈴を付けることになったが、誰もその
役を引き受ける者がいなかったという「鼠
ねずみだんかう
談合の事」、蛙が牛の大きさを真似ようとして、体を思いきり膨らま
せた拍子に腹が破れて死んだという「蛙
かいる
と牛
うし
の事」など、おなじみの話を含む。
　『伊曾保物語』の古活字版諸本は九種に分類され、この本は比較的誤りが少ないとされる第五種本に属する。
第五種本は、ほかに宮内庁書陵部・刈谷市図書館の所蔵が確認されるのみ。古活字版以前に、いわゆるキリシタ
ン版の一種として、文禄2年（1593）に天草で刊行されたローマ字表記口語体の『ESOPONO FABVLAS』（エ
ソポの寓
ファブラス
話）があるが、古活字版とは収録する話にかなりの出入りがあり、両者の基になった広本的な文語訳本
の存在を推定する説や、文禄2年版における別系本の取り合わせを想定する説がある。　　　　　（落合　博志）
